2014年7月5日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター


・読み：第11章21～30節

・勉強：第4章18節

　前回の講話の内容を覚えていますか?

カルマ(Karma)            :行為
アカルマ(Akarma)　　　   :無行為

ヴィカルマ(Vikarma)      :してはならない行為（悪い行為・非道徳的行為）
について説明しました。

では、第4章18節を見てください。

 活動の中に無活動を見、無活動のなかに活動を見る人は賢者であり、そうした人は、たとえどんな仕事をしていようと、相対世界を超越した覚者(ヨーギ)である。

ひとりで聖典の勉強をするのも結構ですが、より良いのは注釈書を参考にしながらの勉強であり、一番良いのは、先生に就いて学ぶことです。

聖典を独学することの問題点を説明しますが、いま耳で聞き目で読んだ18節の日本語訳は、皆さん、言葉としてはわかっていると思いますが、その意味をどう理解しましたか?
出席者：「とても難解です」。

聖典の勉強の経験が長い人なら理解できるかもしれませんが、そうでない人が初めてこの18節の文章を読んだ時、理解は容易ではありません。この18節の意味をどう理解しますか?

出席者：「なんだか矛盾しているような感じがします」。
そうです、この18節から普通に受ける印象は矛盾です。
活動の中に無活動、無活動の中に活動、これは何かの間違いではないかという印象を受けます。
この18節でクリシュナ神は間違ったことを言っているのではないか、と思います。　
活動という言葉はわかりますし、無活動という言葉もわかりますが、活動と無活動が同時に成立することは、非論理的であり矛盾です。

しかしこの節には必ず意味があるはずであり、独学だとそれが理解できないのが問題なのです。
理解出来なければ興味もやる気も失われ、徐々に聖典から遠ざかり、最終的には聖典の勉強をやめてしまいます。

また注釈書を参考にする勉強も結構ですが、聖典についての注釈は膨大な数があり、それにとらわれると、出口のない深い森に迷い込んでしまったような状態になります。
そのうえ注釈者の見解も各人各様で、非二元論者、限定非二元論者、二元論者、それぞれが自分の見解に基づいて注釈書を書いています。
たとえば、シャンカラチャーリヤはすべてを非二元論の観点から説明し、ラーマヌージャチャーリヤは限定非二元論、マドヴァーチャーリヤは二元論の見方ですべてを説明します。

イスコン(ISKCON:クリシュナ意識国際協会)の出版するバガヴァッド・ギーターの解説書は二元論的な立場から書かれていますが、バガヴァッド・ギーターには間違いなく非二元論的なアイデアがあります。一方、シャンカラチャーリヤは非二元論的な注釈書を書いていますが、バガヴァッド・ギーターのなかには二元論的要素も絶対にあります。

これらのことから、スワミ・ヴィヴェーカーナンダは「注釈に頼らず自分の頭で理解しなさい」と言ったのですが、前述した独学の問題点があるので、先生に就いて学ぶのがもっとも良いのです。
ただしその場合、師となる人物は調和的、普遍的な考えの持ち主で、ひとつの考え方に固執していないことが重要です。

このことを考えると先生から学ぶという経験はとても特別なチャンスであると言えますし、バガヴァッド・ギーターに興味を持っている人はたくさんいても、このような機会に恵まれる人はめったにいないと言えるのです。
18節の説明に戻ります。
さて、活動と無活動をどのように結びつければいいでしょうか。

それは実践可能でしょうか、それとも不可能でしょうか。

可能です。
そしてそれができる人(活動の中に無活動を見、無活動の中に活動を見る人)は、三つの性質を持つ特別な人であると、ここに説明されています。

その性質とは、

・賢者である

・絶えずつながった状態にある

・どんな仕事もできる

の三つです。

これらの反対の状態が、普通の我々の状態です。

まず賢者(節の中のブッディマーン)とは、何が正しく何が正しくない目的や方法か、を理解している人です。
そして幻惑されておらず、真理、自己の本性(アートマン)、神を悟ることができる人です。
普通の人はこれとは反対に正しい方法や目的について、時に間違ったり混乱したりします。

また幻惑されているために、実在を非実在と考え、非実在を実在と考えてしまいます。

自分達の家族や身内は一時的なのに、まるで永遠に続くかのように、です。

普通の人はアートマンや神を悟ることはできず、これが賢者との違いです。

次に、絶えずつながった状態にあるについて説明しますが、この18節で覚者(ヨーギ)と翻訳されているユクタハ(Yukutah)はヨーガ(Yoga)と同じく、「つながる」という意味の動詞ユッジ(Yuj)から派生しています。
ヨーガの通常の意味は、個人的アートマン(ジーヴァ・アートマン)とブラフマン(パラ・アートマン)の合一であり、信者(バクタ)と神(バガヴァーン)の合一のことです。
合一とは「つながる」ということであり、ユクタハは「つながっている人」という意味です。

普通の我々は、つながっておらず、離れている状態にあります。
瞑想中のごく短時間はつながっていることもあるかもしれませんが、それが終わるとすぐに離れた状態に戻ってしまいます。
つながっている状態では絶えず神のことを考えていますが、離れている状態では肉体、心、感覚のことばかり考えています。
サラリーマンならオフィス、上司、同僚、コンピュータ、主婦なら掃除、洗濯、料理、買い物のことで頭がいっぱいです。
どんな仕事もできる(クリツナ・カルマ・クリト)について説明します。

もちろん非道徳的な仕事をしてはいけませんが、我々は往々にして仕事を区別しています。

きつい、汚い、危険な仕事は避けよう、とか、これは神聖な仕事、これは世俗的な仕事、これは高い種類の仕事、これは低い種類の仕事、これは私のすべき仕事ではない、などと言って仕事を区別します。

このような人は「どんな仕事もできる」とは言えません。
私個人の経験を話します。
インドではトイレの清掃人はかつては低いカーストに属していました。
現在ではカースト制度はなくなりましたが、職業としてトイレ掃除を専門にする人達はいます。

ベルルマトのラーマクリシュナ僧団では、ブラマーチャーリヤ(学生僧)は白い衣をまとっており、一目でわかります。

彼らがサンニャーシン(出家僧)になる時には儀式があり、衣もサフラン色に変わるのですが、ブラマーチャーリヤの約二年間のトレーニング期間中に、トレーニングプログラムのひとつとしてトイレ掃除があるのです。自分の使ったトイレならまだしも、他人が使用したトイレを清掃することに我々の多くは心の中に抵抗感があります。
別の例を挙げます。

お寺やその他の場所に信者が来て靴を脱いで入室する場合、雨天の時などはその靴を雨に濡れないように他の場所に移動させなければなりません。
インドでは靴は一般的に不浄なものであるとみなされています。
それに加えて自分は僧であり特別なのだというプライドがあると、信者の靴を動かすのに手を使うのは抵抗があり、足を使おうとします。

今皆さんは笑いましたが、おそらく日本人にはわからないと思います。

たとえば日本人は右手、左手のどちらを使うかを気にしませんが、インドでは絶対気にします。
他人に食事を与える時に左手は使いませんし、神に供え物をする時にも右手を使います。

これは伝統、文化の違いです。
もちろん、すべてのものの中に神が存在すると考えると、僧は特別な存在ではなく信者と変わらないわけですから、信者の靴だからといって足で動かすのはよくありません。

かつてスワミ・プレマーナンダジは、ベルルマトでひとりのブラマーチャーリヤが信者の靴を足でどけようとするのを見て、たいそう怒りました。
そして「もし信者の靴を動かしたいなら足ではなく頭の上に乗せて運びなさい」と言いました。

「頭の上」という言い方は極端かもしれませんが、プレマーナンダジのこの助言は正しい態度とは何か、を示しています。

「皆さんの中に神がいます。すべての仕事は神の仕事です」これが、その本当の意味です。

これは我々にとっても必要ですが、お坊さんにとっては絶対にそのように考えなければいけない態度なのです。

このように、我々は口には出さなくても心の中で、これは避けたい、あれも避けたいと区別しています。

我々の内側にあるサムスカーラによって、何が汚い、危険、きついかと区別し始めるのですが、こんな例もあります。

以前５つの重要なヤッギャー(パンチャ・マハ・ヤッギャー：Pancha Maha Yajna)について説明しましたが、
1 Deva　 Yajna  (神を礼拝し聖火に供物を捧げる)

2 Rishi　Yajna　(聖典の勉強)

3 Pitri　Yajna　(先祖供養)

4 Nri　　Yajna　(弱い人間に対する奉仕)

5 Bhuta　Yajna　(動物に餌を与える)

これらはすべての人々にとって、毎日為すべき義務です。

義務なのに、「自分はギャーナ・ヨーガを実践しているので、これら5つのヤッギャーは行わない」、つまりギャーナ・ヨーガに偏重してカルマ・ヨーガはしないという人も、この18節の「どんな仕事もできる」人には当たりません。
では、これから「活動の中に無活動を見、無活動の中に活動を見る」とはどういうことなのか、比喩を用いて説明していきます。

活動という言葉は、絶えず落ち着かない状態(restless)を意味しています。
目に見えている状態か否かはさておき、活動という言葉からはいつも動いている状態がイメージされます。

「活動の中に無活動を見る」、つまり外見上は動いていて落ち着かないように見えるのに、実際は動いておらず落ち着いているとはどういうことでしょうか?

注釈者はこのことを説明するのに、とても分かりやすくシンプルな例を用いています。

それは、「ボートに乗って移動している時。木々や建物などの川岸の景色は、ボートの乗客から見ると動いているように見えるが、それらは実際には動いていない」というものです。

これは注釈者の時代の例ですが、現代の例を挙げるならばたとえば新幹線です。
新幹線に乗って窓の外の景色（木々や建物など）を見ると、それらは非常に高速に移動しているように見えますね。しかし実際は動いていません。
静的(static)なものが動的(dynamic)に見えているのです。

これが「活動の中に無活動を見る」ことの例であり、この表現は矛盾ではありません。

次に「無活動の中に活動を見る」の例は、注釈者によれば空の星です。
星は一見静止して動いていないように見えますが、実際は猛烈なスピードで動いています。

また、先程参加者の一人が挙げた地球という例も、妥当でとても分かりやすい例ですね。

地球は動いていないようですが、実際はとても速く動いています。

以上、「活動の中の無活動」、「無活動の中の活動」についてそれぞれ例を挙げましたが、さらに「活動の中の無活動」について、より詳しく説明していきます。

いつも活動している我々にとって、「活動していながら無活動」の状態とはどういうことか、それを知ることはとても重要だからです。

たとえば釈迦はいろいろな場所を旅し、教えを伝え、僧院を設立するなど、たくさんの仕事をしました。
そう考えると彼は非常に多忙だったのであり、伝記を読めばそのことがよく分かります。

しかしながら釈迦の顔の表情は非常に穏やかで、安らぎに満ちていて、静かです。
一方、我々が職場から戻ってきた時の顔を鏡に映してみれば、ストレスでいっぱいで釈迦とは正反対ではありませんか。

また、スワミ・ヴィヴェーカーナンダが1893年にアメリカで名声を博してからの7年間は、彼の一生の中で最も活動的な期間でした。その後亡くなるまでの2年間は体調がすぐれませんでしたが。

この7年間にスワミ・ヴィヴェーカーナンダがどれほどの仕事を成し遂げたかご存知ですか?
アメリカ滞在中にスワミ・ヴィヴェーカーナンダは、一日に3つの講演を行ったこともありました。
現在はアメリカ国内の移動には飛行機が利用されますが、当時のスワミジは列車に長時間乗って長距離を移動しなければなりませんでしたし、冬のニューヨーク、ボストンの寒さは、南国生まれのスワミジには大変きつかったであろうと想像できます。

このようにスワミ・ヴィヴェーカーナンダは大変な仕事をこなしてきたのですが、対照的と言えるほど、彼の表情は穏やかで、安らぎに満ちていて、静かです。
スワミジの写真や肖像画はたくさんありますが、どれを見ても表情は穏やかです。

こんなに忙しく仕事をしながらも穏やかな表情でいられるというのは、スワミジが「活動の中に無活動を見る」ことができた人だからなのです。

ここで、我々の否定的な感情である怒りについて考えてみます。

それがいったん心に込み上げると、なかなか消え去ることがありません。
本当に怒った時には体温が少し上がりますし、その熱もなかなか下がりません。

なぜか。

その理由は、我々が自分自身と活動(カルマ)を同一視しているからであり、一度否定的な感情やストレスが起こるとそれから自分を切り離すことが難しい、それがすぐに消えることは難しいからなのです。
ですから仕事が終わればストレスがなくなるというわけにはいかず、それを長く引きずってしまいます。
我々が自分自身と活動を同一視している限り、理想である「活動の中に無活動を見る」ことは不可能で、活動はいつまでたっても活動のままです。

でもどんなにたくさん仕事をしても、自分と活動を同一視しなければ、一時的には否定的な感情が起こっても、長く続かず、消えます。
そして最終的には、無活動(安らぎ、穏やか、静か)の状態になれるのです。

ひとつ例を話します。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダは少なくとも悟った人でした。

当時、ベルルマトに住み込んでいて、そこから近くの学校に通っていた12～13歳ぐらいの信者の息子たちがいたのですが、そのうちの一人がのちにスワミジを回想してひとつのエピソードを書いています。
ある時ベルルマトの下水が汚れたのでそれを清掃するため、スワミジはその学生に「私が掃除をするので、君は水を流しなさい」と言いました。

その学生は考え事をしていて、スワミジの指示にあまり集中して従いませんでした。

それに気付いたスワミジは、とても怒って大きな声で「ちゃんと水を流すように」と学生を叱ったので、怯えた学生は一生懸命水を流しました。
しかし次の瞬間スワミジは大変優しい声で「息子よ!もっと水を流してください」と言ったのです。その直前の厳しく叱った時と、声も表情も全く変わっていました。
普通の人は自分と活動を同一視しているので、このようにすぐ変わることはできません。

ですがつながった状態にある人（ユクタハ）は、一瞬怒りを見せても次の瞬間こうして穏やかな状態に戻るのです。
外見上「怒り」に見えますが、内側は絶えず穏やか、一瞬たりとも怒りの状態はありません。つながっている状態と、ごく一瞬の切り離された状態の、二つの状態があるように見えますが、内側はずっとつながったひとつの状態なのです。

このようにつながった状態にある人は、仕事をしながら無活動であることが可能です。

つながっていない(自分と活動を同一視している)人は、活動によって、ストレス、苦しみ、悲しみが生じ、平穏、安らぎ、静けさは得られません。

ところでこのような理解について、翻訳されたものを読んだだけで理屈だけで、その意味を理解するのはとても難しいことです。

釈迦やスワミ・ヴィヴェーカーナンダの例などいろいろな例を挙げたのは、それはその理解を助けるためなのです。

では、さらに進めましょう。

「活動していながら無活動」という状態にはどうすればなれるでしょうか?
仕事をどのように行えばそれは可能でしょうか?
・まず快楽のために働かないことが必要です。快楽とは肉体、心、感覚を喜ばせることです。

・そして快楽と似ていますが、世俗的な欲望のために働くのもいけません。

つながっている状態とは、永遠、無限な存在(神、ブラフマン、アートマン)が中心となっている状態であり、これらと反対に肉体、心、感覚は一時的で有限です。

快楽のために働けば、必ずストレスが生じ、つながった状態には絶対になり得ません。
快楽や世俗的な欲望のために働くことをやめなければ、「活動の中の無活動」は不可能です。
・次に仕事の結果に執着することもやめなければなりません。

結果に執着すると、成功や失敗に圧倒されてしまいます。成功すれば大喜び、失敗すると落胆、というように。
このような圧倒された状態では心は穏やかではあり得ず、つながった状態であることもできません。

・そして神を喜ばせるための仕事も、「活動の中の無活動」を可能にします。
なにもすべての人の中に神を見てその世話をするために、家族や仕事を放棄する必要はありません。そうではなく、家族のために仕事をするという考えを、家族の中にいる神を喜ばせるために仕事をするというように見方を変えて行うのです。
仕事そのものを変える必要はありません。仕事に取り組む態度を変えるのです。

・また自分のグル(霊性の師)の教えを満足させるような仕事も、よい結果をもたらします。

神がグルの形で現れていると考え、その教えに従った形で働くのです。
・そして生きていくために本当に必要最低限（ベーシック・ミニマム）のものだけを使うのも、正しい仕事のやり方です。
つまり生きるために生きるのではなく、解脱のために生きるのです。
そうでなければ、我々は動物と変わりません。
亀は300年生きますが、そこには特別生きる目的はありません。

人間には解脱という目的があり、そのために生きる必要があるのであり、決して快楽が目的ではありません。

たくさん食べ、たくさん着飾るではなく、本当に必要なもので生きるのです。

それではこれらをどのような態度で行えばよいのでしょうか。

二つの選択肢があります。

・自分を神の道具だと思う(想像する-バクティ・ヨーガの態度)

・自分をアートマンだと思う(識別する-ギャーナ・ヨーガの態度)

自分を神の道具であると想像する態度がなぜ大切なのか。
なぜならこの態度で行わないとエゴや自惚れが生じてしまうからです。たとえ、神を喜ばせる仕事やグルを満足させる仕事をしたとしても、です。目的は正しくても方法が間違っているのです。
仕事は目的、方法、両方とも正しくなくてはなりません。

神の道具であるという気持ちで仕事を行えば「活動の中に無活動を見」ることができます。

道具であるという気持ちが無い時に、私は仕事をする、私はコンピュータができる、私にはスケジュールがある、などすべて私が中心でエゴが生じます。かつその私を仕事と同一視しているので、あるのは活動だけで「活動の中に無活動を見る」ことはできません。
自分を神の道具と考るならエゴはないでしょう？
ボールペンは書く人の道具だからエゴはない、だからどんなに長時間使用されてもボールペンにストレスは生じない、というように、エゴがなければストレスも生じないし、エゴがなければ仕事をしても仕事をしていないと同様なのです。
神の道具と考えるならどれほど多くの仕事をしてもストレスは生じませんし、仕事によるストレスがなければ、家を出て職場に向かう時の顔と、仕事を終えて帰宅する時の顔は同じように穏やかです。
仕事をしても無活動です。

このように自分を神の道具だと考えるのは、バクティ・ヨーガにおける信者の態度です。

シュリ・ラーマクリシュナ、釈迦、イエスの信者たちが、自分のことを自分が信じている神の化身の道具だと考えるのは、ごく自然なことです。

キリスト教の神父、シスターたちも自分たちをイエスの道具と考えて日々活動しています。

仕事に取り組む時の態度として、自分を神の道具であると考える以外のもう一つの選択肢は、
自分をアートマン、純粋な意識だと自覚することです。
アートマン、純粋な意識には仕事はありません。

仕事をしているのは、身体、心、知性、感覚器官、行動器官です。

仕事をしているとき、同一視するのはアートマン、純粋な意識です。

ミルクの中にバターがあるように、目に見えなくても私の中にそれは間違いなく存在します。

バクティ・ヨーガの方法では自分を神と同一視します。
ギャーナ・ヨーガの方法では自分をアートマンと同一視します。

どちらも「活動の中に無活動を見る」ための仕事をする時の態度で、いずれの方法でも「活動の中に無活動を見る」ことは可能ですが、もう一つの方法としてバクティ・ヨーガとギャーナ・ヨーガを併せた道（ギャーナ・ミッスラ・バクティ）があります。
ある時は想像、ある時は識別、これは矛盾ではありません。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダが勧めるのもこのバクティ・ヨーガとギャーナ・ヨーガを併せた道であり、この第三の選択肢の実践は、より容易です。
ところでどの実践の場合も、仕事で大変忙しい時に、心を短時間でも外から内に引き戻すことはとても有効です。
「外は渋谷（の雑踏）、中は青空」のイメージです。
もしくはとても蒸し暑い室内に長時間いた後、急に窓を開け冷たい外気を部屋の中に入れた時の爽快感のイメージです。
大変に忙しい時に内側に平安を想像することは「活動の中に無活動を見る」ことの助けとなり、徐々にでもそれが実現できればやがて賢者になります。
そしてそれは、神またはブラフマンとつながっている状態であり、そうなれば、どんな仕事もできるようになります。

付記)　神の道具になるための実践
霊的実践の習慣はすぐに身に付くものではないので、ゆっくり取り組むしかありません。

そうしないと神の道具になれません。

・朝起きた時、夜眠る前に、必ず神のことを思い出すようにします。

神や自分が好きな聖者、たとえば釈迦、イエス、シュリ・ラーマクリシュナ、天照大神などの写真を見るようにします。
写真がなくても心の中で神を思い起こして敬礼します。
起床後家族の顔を見る前に、そうします。
独身ならこれは簡単ですが、家族のいる人も徐々に実践してください。
もちろん家族の中にも神はいますが、それは先の段階の実践です。
この朝夕の実践はあまり忘れることはないので、難しくないでしょう。

・次に食べる時、飲む時に、必ず神にお供えしてから飲食します。

水、コーヒー、お茶を飲む時もそうです。
最初のうちは忘れることがあっても構いません。次から気をつけるようにすれば徐々に進歩します。

特別なマントラを唱えてから飲食せよと言っているわけでもありません。心で神をイメージすることが大切、心が大事なのです。マントラを唱えていても心が神以外のものにとらわれていては無意味だということです。

同様に薬やサプリメントも、神に供えてから口にします。
私の考えでは酒は避けたほうがいいですが、それがまだ出来ないうちは酒も神にお供えしてから飲むようにしてください。
食べ物を一度神にお供えした後、お下がりとしてそれをいただくという行為は、神を思い出すだけではなく、食べ物に含まれている不純な波動を浄めるという意味もあります。これもとても重要です。
・また、家やオフィスを出る時、車に乗る時、帰宅した時、その都度神を思い出すようにします。
家族に「ただいま」と挨拶するのと同じように、神に挨拶するのです。
神を遠く離れた天国や寺院、教会の祭壇に住んでいると思わずに、家族の一員と考えます。
出かける時も家族だけではなく、神にも「行ってきます」と挨拶します。
神を自分の家族の一員と考えれば実践はかんたんでしょう？
私はちょっと散歩に出る時でも、協会の玄関にあるシュリ・ラーマクリシュナ像に挨拶します。
少し長い時間外出する時には、必ず祭壇の前でシュリ・ラーマクリシュナに向かってマントラを唱えます。
帰宅したあともまず祭壇に向かいます。

また、車を運転する前にはラーマクリシュナ僧団の僧なら必ず、神の名前、たとえばシュリ・ラーマクリシュナ、ホーリーマザーの名前を唱えます。運転の前1分もかかりません。

これらは神を思い出す状況を作るだけでなく、神によって守られているという意識を生みます。
これまで述べてきたような実践で、徐々に神を思い出すことができるようになります。
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